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緩和ケア病棟   竹元  千恵

認定看護師
の

活動につい
て

緩和ケア
認定看護師

　日本人の死亡原因の第1位は「がん」であり、3人に１
人が死亡する国民病と言えます。
　がん治療には、「手術療法」「化学療法」「放射線療法」「緩
和ケア」の4つの柱があります。その一つの「緩和ケア」に
ついてご紹介したいと思います。

　「緩和ケア」は「がんと診断されたときから」始まります。

　日本緩和医療学会では、「重い病を抱える患者やその家
族一人ひとりの身体や心など様々なつらさをやわらげ、よ
り豊かな人生を送ることができるように支えていくケア」で
あり、がんの診断から治療過程のすべての時期において
身体や心の苦痛に対して、必要な時に適切なケアが提供
されるべきである、というように説明されています。

　もし、がんと診断されたら、「つらいな、これからどうし
よう。」といった気持ちになることでしょう。

　そのような気持ちを医師や看護師に相談することや、
治療や入院の費用にかかる経済的な気がかりなどを相談
して頂き、安心して治療に臨めることも「緩和ケア」であ
ると言えます。

　浜田医療センターでは、痛みをはじめとした、がんに
よる苦痛に対する緩和ケアの知識、技能、態度を修得し、
実践できる「緩和ケア研修会」を受講した医師や看護師、
薬剤師、栄養士やリハビリテーションスタッフがいます。
また、患者様と家族の支援を目的とした「緩和ケアチー
ム」が毎週木曜日の午後から各病棟をラウンドし、主治
医や看護師と連携し患者様・家族のサポートを行ってい
ます。

　がんに関する相談窓口としての「がん相談支援
センター」もあります。気になることがあれば、ぜ
ひそばにいるスタッフに声をかけてみてください。きっ
と、お力になれることがあると思います。

　

興味のある方、緩和ケアに関する疑問や質問がある場合
でもぜひ、ご参加ください。お待ちしています。

緩和ケア病棟では、
毎月第1・4木曜日10時から
「緩和ケア病棟見学会」を行っています。

看護師長  德永  恵子

５階北病棟紹介

　５階北病棟は平成26年７月より回復期リハビリ病
棟として新なスタートをしました。回復期リハビリ
病棟とは、急性期治療を終えた脳血管疾患や大腿骨
頸部骨折などの患者さんに対して、日常生活活動能
力の向上による寝たきりの防止と自宅退院を目的と
したリハビリテーションを集中的に受けることがで
きる病棟です。自宅退院に向けて多職種（医師・看護
師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚療法士・医
療ソーシャルワーカー・栄養士など）でカンファレン
スを行い、患者さん一人一人の目標を設定し、計画
的に退院支援を行っています。
　そのため、自宅での生活状況や患者さんやご家族
の希望や思いをうかがい、退院後の生活をどのよう
にしたらいいのか一緒に考えています。退院後の自
宅生活に近づけるため、自宅と同じように朝夕は更
衣し日中は普段着で、デイルームで過すなど、起き
て生活する時間を多くしています。日常での動作が
すべてリハビリテーションと考え、食事、洗面、更衣、
入浴、トイレ歩行など、リハビリを活かし日常生活

動作が自立できるよう取り組んでいます。また、リ
ハビリのため入院期間が長くなるので、看護師、臨
床心理士などが対応し、入院生活や退院後の生活等
の不安が軽減できるように努めています。

　回復期リハビリ病棟でのリハビリを効果的に行う
ために、栄養状態の評価と運動量を考慮した栄養所
要量を提供できるようカンファレンスを実施してい
ます。それぞれの患者さんにあった食事を摂取して
いただき、リハビリをすすめていきたいと思います。
　５階北病棟には脳卒中リハビリテーション認定看
護師がいます。脳卒中は再発しやすい病気と言われ
ているため、再発予防に力を入れています。患者さ
んの健康意識を高め、退院後も自らが管理できるよ
う個別に合わせた生活指導を行っています。
　たくさんのスタッフがチームで関わり、とても明
るい病棟です。これからも患者さんが退院後転倒な
どないよう安全に、安心していきいきと生活できる
よう支援していきます。


